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短い薬包の蜂速を測る-つの方法
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父脚 で火宅封の劇 をaIろ一つの71改とし'C7

ンfンサーの故買曲性を1クチンTT*'J3,L'Tク7に

卦形Tろ椛 を組立て■2t:m払IiiNの出し･野山の仏dlを

5チ.'以内の柑iSJで.1性 ｢ろことに成功し!.:ol如iDJtoth

氏が捉ポ̀した和広換潮汐l髄に耽ても細 放々肘したが･
IIottt法は細めて牡抄で帆 がL胡雌であI)I1弘巡批

y:として余りJTtいものでないとの紡33な,711た｡rlLPJ
法とも針金のtD矧こよるItlV古の近所女中mJしていろの
で切れ'JJdL鞘zkTuに大いに杉野すろ｡企挽肝C-nFLた

鉱也では切噺が改殴でなくばらつきが多 い ｡

§ 1 書道汝諾打法のt*tl

J.F Roih氏(Z らS (1933)S LIつ)は林iB托
Sh'ナ(05ylOL''.1)をlfJL.多くのLZE頚.二つして2cmの

∬)壬で規適を胡り托 ･ヽ伽 をfIJたとき野ttていろ｡こ

のEP別 のだ神としては相 投をJflいているので･1tl

られた朋 は訂淫StI二ガ寸葡蜘姓'(･もろ｡
諾^qiはRBth法と輸ごはtIの与主盃をmlk.てて実ti

回1 Ⅰtolh江北e?した｡鮎沢の丘投は由1に′Jこしたもので,llい(''を入

れて印i5犠 打のCW を計ったことと,t一夕電溝の瀬 は止bて常に一定

に作つことが RDthの-JJ'法 とSLろのみでi'ろ｡Jl雀℡l′にはT

l初 GSJ7を三島†招腰でluいたがL.yケ 小帯の掛不Aのた
め見好f=カ'ト*フが阿られたいため.エーコン管9ilをJl!い

yケ'トT_-して蛇IIJL.軌と完全f=zIITト十フをIUたので.汚附 こ

上る汝証計 (感冒10~′●A,震期7秒)の寄付移Z2Iを如

小掛 こ匂い止めろことがJJl来た.Rolhr._これをL=一

夕在誰の相 で行ったものであろ｡飼】の食;u'J古は諾

令にT一入から浮かせIL-旺う必卓があらたPJ,FE良は

由L･J)Tf.B'._･･密する｡･.qろべき茄也に0l

r,ImfLZ肝の軌 ･94扱又はITンガA/事絶 L'J..

ltt血させろ.閃1ll,I.1がこLLである｡L払

l株とも戊放言JLて亡.Jut-瓜瑳研Irの デ lJ′ドにはJ･･Q■ト225V)

がかかl)iE龍は潮 Lなし.I挽ぶtl)LLろとyリ7rT
mよは IJ･'fe-I.那-LI51-とIrL)フレー

ト馳 一弘iL的める.T投が切れろと71Iぴ′yソri三一225lfとtLL)肋 監斬されろ .このrZLllこ洗jLた

領もく故を押迫雌 トo)荘れから設ふと7.のである｡小さ
いず;鼓の⊃シfンサーC=(-_出 的な y′ブJL･'

f舟iJ.ためのもので,又 コンデンサ(I-12pJ･'りミ

電池FrL100-2COl')に二〇焔 されており

･Jf的 ¶jLt伽 -切れろ迄の別の汝常態Ljdlを汝託J
t(･IではbLろ｡この払 ･!組JのmlJ二は('1の電Eは

堵JITにntたLLろとtT上し｡17,(

2JTナーエ).(I.を醗くと,もし1投土･rlLtl=かつ7=J8台JeSE
計をロろ王.そitt:大きい｡この

bE把をJuい好感扱こついて多くの弥i三をLtふたが,ばらつきカ:多くrf'々JlいM ib:和られなかった｡
r押Jとしては淑 川和ti(ゲイ･A

jL･齢 小父扱)か50m輔の炎=にTLつた
れめにそのサージィンt-rンスに汁 ｢ろJE分孜抗の不出当が刷A

l.こなつて宋たらしいことと.外部からの鶴将のおそれもあちらい ･ことか考



L/l,l′=の〆リツrにはJ'FL.tI)+151がかかl),-/

レーtTE紙が維1しているohHJ レーIをノく々 '/711ン

腎の咋Eは汲び水戸l･伽 '.雌 にLt雌 雄続してわくと.rJ'レ
ートTE流のJT】,Ire(20k白)に上7J7lultl/帥~FにII).ナ

チ.>ン竹｣のスJt･II(荊助走 卜桃に移動させてゴJ

く)はイJ-Jニ肌に岱伽する,川印にコンデンサー(㌔,C2

(0001-0003F-I,)が光q;されろ｡

このLC感では矧こJ:J)L投が切LLろと1′】の5'リ･'

阿2 新,ンタンサ-法促

採FにはJ.0,のnTEは卜 225l′)7):Jf'(lL

{【りを地してpH),フL'-

lTE経は速断さiしろ
,するとClは此花し始め,

-/チ.?ン汎lの入L*クトは

盛Efflこ挿1-し釣めち,次にInが切れると,l

dじくC･J)耶 を閑放し/タウン℡上 のXd･

Jトは封 ⑦光下方-師lL始めろ.即 td3 寸'/シt

･T7ちプ‥ ン竹

上には血111で ･'･のfFlqTれ曲っ

たリサ5,㌔-Eg形が婿かLLろわけでこれを写dtこ拙 '

｢ろ.この脚 に水Jh栄城 に上ろ石勤を入iしろと折

れ曲I)迄の鼓の丑かr)1nが切れてからHu '切れろ

'Ji

l 皿周 知 繋

fj 淵殺那

2事18 枚 線か 1補qL叫

繰 7'lPt

7 路 氾 aE;(サ トy-Jt･)竿還 り

右)ト 07 3(ZcE4'El)tk(鞘 3･ Jt(故即 3 迄の叩lHJを知 ることカ‖氷る

of.■.74=;

PL†な仙')nlllIlは脚光 がx小のイJンのろ川和地脈が純A..iになる

のSJF)Iく恐IiLである｡('l,JJlのP.iJj

i:むかL･>計WLて柑IllL'e目すことも州氷るが†一.が小さいので訊iYiが入り易く℡｢井ではTHばは恐

い｡水此花ikThEの雌 ならは正確ICたとか 'Zが文政してもi町道に

は利かか ･からIだ判である｡摘出故としてはJ631(Clのものと1023IL'('のものを適E

3に蛙いわけ【輔 はすべてT-スからJさく杜捜し 帆

操もならべく掩い方が兄いが.印道枚舐打法の均令の上i

に神域 になる必A(l'J=＼し.又用光枝何れかの悦が妓旭し'Cも.写田には虹 に必竣(TL粉 は取扱されているの

てこの.･'!.カgl常に仙利である｡(押i
E推泌 F態ではその訣歪が何に在rdすろカ耗めるのか等易

でない｡)IR脚 で世苑を快 に槻 し又は昔をr･少くすろた的,畑労はTベてビ'へ̂ -の大喝ボンア
(RIノ)節)め小Ll茄にL'こJL･投でmL.必史

な村税は1⊥枚で放して細入し,親好rFに楼発させた｡-/ク17

ン竹の図形伽 には+千/シカノブl･t2榊蚊でW胤 捌 ;TXIJ=よI)シ

ャ･Jグー 1160-1/】00seeでさくら･1校t･-Jt,-/1 ･̂ムlこ排 した｡この7Ju.での
欠.■.は炊初の静止LJIZLにあろスtFり卜が

明るく大きく出るため.此花叔淵の鼓形が班かではあろがその中に

かくれろことであろ.この対流についても二,三光敬したが巧く行かなカLつたので.L'J期をILろべく)

と(1ろ臥拘滞ナろこと■(･このEX乃を泉,トnに止

めろ梯努め$ 3 薪コンデンサー法による測

定例この方n･の可否な放け ｢ろ†こめ.税々のは
児につして芯甲嶋lニ近蛭した詐分

の脚 を批 したDその折LIさはJ壬1にまとめて細

げた｡i■ I: A- 四散 ､ Tmy'野 付El剛(ll

l/批 )5870

j:1505 (6360)(吐3)

(士 150)8 (洲 )(.) (土 8

00)5 1900 士



32 JJ頚 大 東 fa全 を 節 11を 節 1薪

, C(,) 2 3 3 1910 j=1gO

は 〕 い U- 井 β一土E､′÷ , 4,-BLL7'~n)'.I- - 達 【- 筑P･L-H

Lm讃嘆957.'上してIIRより71P]｡
2) 府姓 ^.LLCにそれぞれ-tの弘勾ti同と汲In.ユ世のもの (8本it窒屯)

何姓A li C

だ Rt坤 rn l時間 2T字耶 3Li爪

出 tElin庶(iと大) BSaC 738C 53cc
3) ( )内の姓iSに仝ImA)tH煮.'=～｡

I) 茄2藍琴は輸 (日本カーy7l.初.へントl1

ト入りプ-Jイー･⊃一r)

呼は操のKh-に6i513式'LtT7 (帝Fq火1.1J,盟)の艦

肘を咋q7し,断鮎.ir)lcmのOTrと3cmの所に小孔を

誹ち.OLmmi墓の-ンガ;ンmJfiiBして,抗 L校お
上Li2111mとナろ｡

.且R'は渦状 2L=mで22riilfTい平たJ楼皿5870±Z50
･lt～:I;～_,lt}た｡この糾梨は妹尾すべきものとAl.われ
ち.

JJJiを 1,2,3,5,6,7及び8cmにAFLたut/i.-の中

Ej温趨をも渋IL'たが,娼迷班は訳左道朗i～で輪t'-近

I:Lらl),17甘耗Icnの折で妊lこ棚 趣に近いHLを川

していろように見受けられた｡PLL氾長It:mlでは針金

切断rJ聯 股払･･JW にひびくので耕LitNは_村怒 くTL

iり 姉 1昆棚 払 (r･tT,鉛管コルr'-)

コ,-Jべきだ窮が班 で鼓惑されているとは九時包民

兵式カ:針金のflR的頂 を耶十のれ 又はその他の理

tl=こ上ろのかイ･ElJ{･あるが取 出に不測のばらつきが

多くtlaLが余I)lとくない｡泣托段位EZがV イ占Jt･野で
光分は牲さ111ていてもIrJじである｡針企J_,切る捗Etの
は迎廿性比では一位にE官L!の放更が入る呼で･あちか

L7.11蚊 をiT<(することが必なとなろ｡
LJL)i打耶小の搾熊粥 (テトy-〟)
m管中のチ トy-ルほどのtiluFのは也をもつかな判
ろうとしたが,突出J),被田が特休であろので良し柑

Lftは望めない｡毅 1に,71.したのは･●i火茄q)鈍るS将の

屯式胃管のき平と雌 でもJ)..F'L火玉に上る丑は欽Irl

められない杜であろが l覗 も少く又訣塾も多いので

斯覇王はIll架なし｡

･､) 柴 か- yク 1.

カーッ?卜をeJ-JL凝 結につめ,紫乳tt:碗09,正雄
7mmでは畑は1.90】m/sceを村た｡7mmZEはは柴カー

リ･JIの糧犯しう,'JR堺 繋巨に近い様である｡

㌔) 2iJL柵滋甥茄 (日本化整剖)

才壬Iqtに配した3屈の琉促について舵 した｡艶界
茄藍はカーy.,ト上I)大で,10mm箆では爆発しなt,

のでだ20mmで封たした｡

i珪和雄Ill三功常コ二相で行ってtろB法がLtいようで

ある｡

Hヽ tE.柄,持崩及び薪封1イナーイトをま8mm

長さ6cTrlのTル ,三クエや'=つめて笑放したZ):何れも

実はせず,朗 は淑 川来なかった｡

書 4 針金の切所時間について

2米の朴免を切ってその閲の時打nr･･31ろ方式の螺逆

帆 では.針金の切れる状況と切相 に四する知

eiL,つろことが宅3-しいが.それには手筋の･Y税併刷
りn鵜;顎でも仕わねf!ミり容易に分らないB

ここでは右肺ユコンデンサー軌 こJ:I)酢 1故と酢1線
の材穴+..,狂えた秒合の特m使化をi粧 して見た｡酢l

緑には1-ベてOlmtllのマンガニン投をmい茄I松を

変x.た掛合の2線!irlの中切 払 及び約7校に も､ンが

三ン奴を川いた砂合lこ対すろ暇顎己を炎2に矧 ずる｡
y主2の湖淀には抗2軌相接投のぼ発を用Ll.卦長は
2仰lでもろ｡

節2iAB姓塀の付掛 こ上りl額が切tlrてかLll鞍が切れる左の平均時間｡

【2枚偶の那■2cm.lJBに01mmて こノgこン救)

那 - 材 双 五男諾 iZRE切放

目上 2オこ也 り会せ

blJ上ry イ三A,鞍柁
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21秒 岬 (FIE,糾 Oil,nlzBm詣 芋
桝 紺1(p-) (ps) も矧司差(I-)

34 ± 01 0(缶碍)
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我2で見る上うに.切11JDL.Wp;Jは針金の杭ZB))には
比例していTLい｡太い投ではばらつき1):多く 又t)J新

にPすろB抑)も多い｡例えlf屯i(1汀腎の出択 (05汀lm

領投)では櫛Iしろのに29J̀･以 E-の哨tiL粋畢【していろ.

将雌枠の申告では.このl汁勧 :切LLたt封iZlには漣触

兜環はBEに17cm先方へJli;んでいろことになる｡ ブ L

-ズ投写t+.伸びが人きい弘か切れろのに穴川 路Jがか
かるからこの也のi肝ぷJIは しては不近当であろ.

Olmm yンK三ン操の切れろ絶対r岬如二分LLl王L:i
いが今の折舶淀法はT=い｡しかしはりつきL>_少トから

0ltTLm税uの亜卜缶ならば大きい誤丑のFr.Tm にはf=ら

Ilよう'{･ある｡

i 5 結 び

認Jf等の考案したyrしい畑地湖証紙は実現:勧勺で短

土

士

士

士

±

い組 の劇 を測る;川勺Lこ充分通うものであらとTT-JI'
る｡放FGも少いし,-ll.7堵!した髄fSLは投出し約300
trliの那t}を7Tつた損も別と全く同じ出力与を歩九 てし
ろ｡ただし澱柁Jif穴くしても書方資は_1ら1J.-い｡米紙の
欠,㌔.は牢BI数野の必虫と.舟形された花の波形,g!窮

に若干の托恐椎が7､ろ銭である｡

又河起すべき盛t血;花立の将経で鼓辞されてい･-J峠

には鱒に防撃力=Etく,この対流は3111解決さIL,ていI_

いさ

木研究は文飾粥斡棚 研死花の埋u]をうけて7iわ

れたものでもI),木研究に当り細 7々lJJiU171Jq,7:を貼
ったま'i玄けl首相之.)は火花式工学科開村.iJ鳩臥 安

井の冨井氏に脚する｡叉試料の作盈及び凝l代を快話芸
iLた譜祖火コJII,F]木ヵ-リフト及びB大化繋に対し

恥むよL)御礼11リーげろ｡

電 気雷 管 の菅 発範 囲に託て

(相川 281p-5J】11日糞Etu

明石我作 ･砥ttl安 91･野 I11㍍湖

(旭化成工慧托式会社小a'工程)

臼 井 ij

エ粟火葬l包会誌竹12紺 2I,LにfaRt耶守D..-.'.火市野

と日食投政敵も瑚】のEu鎌からの芹確捉偶を払L-たが.
出J抑 柄した池l)A-の外脚投の措振放抗う:托下し.%泊

があれヱそのl和古の拙 )補は均等でなく1_･ろので発と

大根 (.L)をとろ花咲田野と弘小筒放(.E)+_'とろ花'i(
m皆とJ_/』三で･-}ことは明かで5)ろ｡このIlと12との
9.がかなL)の火き引こLWいたときは(!l血税斬締樹;FJlと

.‡'t火時IuJの脚係からitl燃ィ､確1_r･LL-'.じろと増えられる｡

7rfaLはれつつあろTE航Tlm のnLP晩の絶牧は紙の既1I
iiは lm)lR泊に公ったW,ナ不兄の可仲仕と之の斉発に

必がな屯粘罷広なyL殻的に淡 め. 71('F.発破では妃放Z5-

の爪lL TJ:い断水的拓tの仙Jlは耶屯正のコンデyサー

33

発故基の射伽'L打利であることを述べろ｡

Jl R線の趨舶 杭

iEl常,BtCeS!の継 杭を知るには100V-500VのJ

ガ一によって＼･I)那 . Jを々 は攻の如き7J姓に上ってこ

iLJ_/求()た｡

班投を約3タメの玉出加こPlLtして芯龍を功･JLrろと
き,:ZiL粥松の推挽敗抗が降】して】rj泊ナるときは抄

較J_/過って流れた符沈･=は.'ユL),J､問詰姐を77-.すで

あ7,lJL.支払地がなけiLlfrlEl･三の常であるかり ,
こLLを7'･ッシUダブ'/なllJいて湘災し七,シt･yクエ
上L)究められたTE紙1'lELから杷撫払拭を即罪で淡めた｡

即ち,】u油Ttt沌Ji{l【とし鰍 挫blLir･llbとlIちと次
の!将締三℃が 成立:する｡




